
 

MERZOUGA RALLY 

メルズーガラリーとは 

 

2010 年から行われているモロッコの砂丘メルズーガで行われるレース。

昨年 2016 大会から Dakar Series に加えられ、ダカール・ラリーの主催

者 ASO が主催している。 

 

競技日数 6 日間  2017 年度は 5 月７日～12 日 まで 

 

・総走行距離 2～3000km、 SS は約 1000km のオフロード。(2017 年大

会は約 800km)。 

・GPS Unik2、イリトラックなどで安全対策がきっちりしている上、4x4 メディカルカーや医師も同行。 

・車種はバイク、クワッド、SSV 

バイクカテゴリーは PRO と Challenge Expert の 2 種。 

後者はプロ用コースの 75%、テクニカル・ナビゲーションコース。 

・2016 年には 137 名参加、全 121 台 （バイク 83 台、クワッド 22 台、SSV16 台） 

・ダカール・ラリーの未来のヒーローらも参加 （ベナヴィデス、ソヴィツコ、アドライアン・ヴァンベヴェレン等） 

・初めて砂丘を走る初心者ライダーでも参加可能。ダカール・ラリーで 5 度優勝のマーク・コマがアドバイス。ロー

ドブックの読み方、砂丘の中の走行の仕方、ナビゲーションのコツやテクニカルアドバイスについてなど、毎晩

レクチャーがある。 

・ダカール・ラリーへの登竜門。2017 年度ダカール・ラリーではメルズーガラ・ラリーに参加した 49 人が参加した。 

・ダカール・ラリーシリーズの 1 つとなっており、各部門の優勝者はダカール・ラリーへの無料招待（エントリー費

が無料になる。その他の経費は別） 

・メディア：30 か国 150 の媒体で報道されている。Facebook, 

Twitter, Instagram…など 31 万動画がアクセスされた。 

 

その他、インフォメーションは下記へ： 

http://www.merzougarally.com/ 



 

 

メルズーガ・ラリー ニュース No.7 

 
車両の通関と車両保険（車両保険は義務） 

モロッコでのラリーを存分に楽しんでいただくために、現地の通関手続きが間違いないかご確認ください。 

モロッコに車両を持ち込んで走行する外国人は、テンポラリー輸入手続きが必要です。インターネットでモロッコ

税関の Web サイト www.douane.gov.ma から«D16ter  »という一時入国申請を行ってください。 

              注意: モロッコで有効な車両保険に加入することも忘れないように！ 

この手続きを行うと、車両はパスポートと連動するようになっています。こ

れで車両を入国、出国が可能になりますが、そうでないと、車両の出国

ができなくなります。 

パスポートと連動できる車両は 1 台だけです。 

トラック、貨物輸送車、または一人で数台の車両を持ち込む場合は、ATA

カルネを取得して下さい。 

車両の所有者が競技者と違う場合には委任状が必要になります。 

その他、入国に関して必要な情報はモロッコ税関の Web サイトをご覧ください。 

 

アシスタンス 

アシスタンスの手続きも忘れないように!  

アシスタンス・ゾーン、パドックや夜競技者の滞在ホテルに入るにはアシ

スタンスの申請が必要です。メカニック、チームメンバー・その他チームの

クルーは«Assistance»のエントリーを行い、配布されるブレスレットを各

所で提示して下さい。 

競技者の家族、友人は同伴者«Accompanist»のエントリーが可能です。 

料金表 TARIFS （後記参照） 

 



エントリー申し込みの締め切りまであと 2 週間 

申し込み締め切りは 2017 年 4 月 26 日 !  

まだエントリーしていない方は手続きを急ぎましょう。そしてエントリーした

競技者は、エントリー手続きを完了させてください。 

ホテルの予約も忘れないように。 

宿泊についてのお問い合わせは VOS 社、ローランス Laurence またはサ

ンドリンヌ Sandrine まで 

 vso@aso.fr または Tel+33 141331485. 

 

新ルール 

スティッカー、タイヤ、環境保護マットなど、装備品についての規定が下記のように新しくなりました。 

競技車両に添付するスティッカーのサイズ  

- 2 輪  23cmx17cx 

- クワッド  23cmx17cx 

- SSV    24cmx39cm  

         (詳細は Web でご確認ください) 

付属品: 

－2 輪 :2 輪はホホモロゲーションを受けたタイヤの使用が義務 

 (E、 M/C、 DOT マークの付いたもの)  

－SSV : 夜間走行に向けヘッドライト装備が義務.  

－2 輪 /クワッド/ SSV : 環境保護用に FIM が義務付けるマットを準備してください。2 輪は 160x100 cm, クワッ

ド、SSV はそれぞれの車両に応じたサイズのマットが必要です。 

 

果てしなく広がる砂の海、巨大な砂丘メルズーガ 

モロッコ南部メルズーガの巨大なシェビ砂丘大砂丘は息をのむ美

しさ。 

その上から見える果てしなく広がるサハラ砂漠の砂の海。 

そんなステージの１週間のレースは想像しただけでワクワクしま

す。 

メルズーガ・ラリー2017 では、様々な路面に応じたスピードとテク

ニックとナビゲーションに焦点を当てます。 

最小限のリエゾンを入れて総走行コース 800km、砂ばかりでなく礫

爆（岩だらけの砂漠）のアトラス岩斜面など、砂漠の様々な顔を見

ることでしょう。 

 

メルズーガ・ラリー2017 初めての方式： 

2017 大会では、２輪、クワッド、SSV のうち SSV だけが 2 つのステ

ージで別コースとなります。第３ステージは、三つのカテゴリーが 



同時スタート、それぞれ別コース走行となります。 

 

SSV ：第 1SS は幻想的な夜のスタート、その夜はマラソン・ステージになります。今回、初めて砂丘の中でビバ

ークが立ちます。メルズーガは空気中に水分がほとんど含まれていないため素晴らしい星空を見ることができ、

他のどこよりもたくさんの、まるで星が降ってくるような満点の星空を楽しんでいただけます。 

  

【参加費例】  

・ 2 輪    2017/1/31 までのエントリー  2,900€ （=\348,000) ＋ 宿泊費 485€ （=\58,200) 

        2017/4/26 までのエントリー  3,300€ （=\396,000) 

・ SSV    2017/1/31 までのエントリー  3,400€ （=\408,000) ＋ 宿泊費 485€ （=\58,200) 

        2017/4/26 までのエントリー  3,600€ （=\4326,000) 

・«Assistance»: メカニック、チームクルー等   700€ （=\84,000) ＋ 宿泊費 485€ （=\58,200) 

・«Accompanist»同伴者: 家族、友人など    300€ （=\36,000) ＋ 宿泊費 485€ （=\58,200) 

 

＊同伴者は、チームマネージャー、ロジスティック・メカニックなどアシスタンスを一切行わない人です。 

 

＊上記参加費に含まれるもの 

 ・競技費                  ･ﾒﾙｽﾞｰｶﾞ･ﾗﾘｰ T シャツ        ・マルク・コーマ授業料 

 ・保険 （対人）              ・ﾏﾗｿﾝ･ｽﾃｰｼﾞのﾋﾞﾊﾞｰｸ        ・ﾋﾞﾊﾞｰｸ･ｱｼｽﾀﾝｽｿﾞｰﾝ使用料(4 輪) 

 ・帰国保険(フランスまで)        ・ﾛｰﾄﾞﾌﾞｯｸ､ﾗﾘｰ･ｶﾞｲﾄﾞ         ・表彰式打上会参加費 

 ・ﾒﾃﾞｨｶﾙ･ｻﾎﾟｰﾄ （ﾍﾘ輸送費込み）  ・ｾｷｭﾘﾃｨ＆ﾅﾋﾞｹﾞｰｼｮﾝ機器     ・フリー練習 

 

＊上記価格には競技車両の輸送費、競技者の飛行機など現地までの移動費、エントリーに必要なライセンス 

  食費、ホテル代が含まれていません。 

 

＊燃料代 2 輪 150€、SSV は 300€が別途必要です。 

＊メルズーガ・ラリー2017 に参加したライダーが Dakar2018 にエントリーすると、エントリーフィが 1,000€割引になり

ます。 

＊エントリーフィは 3 度に分割払いができます。詳細は、ASO の Web をご参照ください。 

 

申し込み手続き、レンタル・バイク、アシスタンス・サービスのご相談などありましたら下記まで： 

       ダカール・ラリー日本事務局 

代表 志賀 あけ美 

〒179-0084 東京都練馬区氷川台 4-47-17-206 

Tel 03-6764-0781   

e-mail   a.shiga@dream.com 

 

 

 

 

 

 Immeuble Panorama B - 253 quai de la Bataille de Stalingrad  

 92137 Issy-les-Moulineaux cedex, France 

Tél. 33 (0)1 41 33 14 00 


